
1

脚を完全に伸ばし、平らな床にトレーナーを設置します。
トレーナーの脚に装着されているパッドは回転させることにより
水平を微調整できます。

2

部品(j)を本体(a)に挿入し、部品(j)の中心部のネジ穴に部品(i)を
回し込んで固定します。
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a

(a)の脚を畳んだ状態で平らな床に置き、図で示している穴に(f)を
挿入します。

4 b

f

(b)の中心部に(f)を通し、本体の取り付け部に置きます　　　

5
e

b

本体取り付け部に置いた(b)を保持しながら、
図の部分に(e)を差し込みます

6

d

a

b

ボルト(d)を(b)の取り付け部に挿入し、先ほど挿入した(e)の
ネジ穴に締め込みます。
ボルトを締め込む際は1/2インチレンチを使用してください。

e
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c
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b

(b)を本体(a)に倒しこんでから、(b)の中心から突き出している棒に(c)を
はめ込んでください

8

PSI

タイヤメーカー指定の空気圧にセットしてください。
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説明書内の
各部品の呼称

9

自転車のスキュワーを付属のスキュワー(g)に入れ替えてください。この際、
レバーが車体の左側（ギアのない方）に位置していることを確認して下さい。
レバーが上向きまたは後ろ向きになるよう取り付けてください。

このトレーナーは付属のスキュワー(g)の使用を前提に設計されています。
付属のスキュワーを正しく使用しない場合、怪我や製品および自転車の破損
につながります。

10

シートポストをもってバイクを持ち上げ、バイクの左側のスキュワーを
トレーナーの軸受け部に位置させます

11

右側のレバーを引き、自転車本体を固定します。この際、レバーは溝後端のロックポジションに
位置していなければいけません。

12

前の手順でレバーがロックポジションに達しない場合や、ロックポジションに達しても
車体が固定されない場合は一旦レバーを緩め、反対側（ギアのない方）の軸受けを回し
て適切な締め付けが可能な位置に調整してください

13 b

h

電源部(h)を(b)の電源コネクタに差し込みます。コンセントにつなげると
ブルーのライトが光り電源がＯＮになります。

14

c

(c)を締め込み、クリック音がするまで負荷ユニットをタイヤに押し付けます

15

ブロックタイヤの使用は大きな騒音と振動を発生させますのでスリックタイヤを
使用して下さい。タイヤドライブ式トレーナーは後輪のタイヤを摩耗させます。
トレーナー用の硬い素材でできたタイヤの使用をお勧めします。

Ｍ２トレーナー取り扱い説明書
必ず使用前に本取扱い説明書をお読みになり、なくさないよう大切に保管して下さい。
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サイクリング中はペダルから足を外さないでください。
低い回転数で練習を行ってから、高回転およびスタンディ
ングを行って下さい。
トレーナーや自転車の可動部分に指などを入れないでく
ださい。
使用中は、子供やペットを自転車やトレーナーに近づけ
ないでください。
子供に自転車に乗らせないでください。
ペダルクランクアームを手で回さないでください。 もつれ
や怪我を防ぐために、手や腕を駆動部分に触れさせない
でください。
ペダルと後輪の両方が完全に停止するまで、自転車から
降りないでください。

内側が面取りされている方

警告



LED色

緑

白

青

青

点滅速度

1Hz

点灯

1Hz

点灯

意味

通常電源ON

ANT+ FE-C によってトレーナーが
コントロールされている

Bluetooth機器が接続されているが
負荷はコントロールされていない

Bluetooth機器が接続され、負荷が
コントロールされている

対処方法など

何も接続されていない状態です
Fluid2の負荷をシミュレートします。

 ANT+ FE-C 信号を受信するとこの表示になりま
す。この状態から緑の表示に戻すためにはトレ
ーナーの電源を切り再起動する必要があります。

負荷変動機能のないアプリに接続された場合な
どがこの表示になります。
接続が解除されると緑の表示に戻ります。

ZWIFTなど負荷変動機能のあるアプリと接続さ
れている状態です
この状態から青点滅には移行しません。
接続が解除されると緑の表示に戻ります。

青/白

赤

赤

赤

Red

無

1Hz

点灯

1Hz

2Hz

4Hz

無

Bluetoothで機器に接続されているがトレーナーの
負荷調整はANT+ FE-C 接続で行われている状態

アップデート中
アップデート失敗
マイクロプロセッサに異常

無線のエラー

無線部の上限温度に達した

コイル部の上限温度に達した

電源が入っていないかスリープ状態

上記2つの組み合わせ

アップデート完了までお待ちください
再度アップデートを行ってください
SARIS.jp よりお問い合わせください

SARIS.jp よりお問い合わせください

通常の状況においてこの状況になることはありません
が、この表示になった場合は使用を中止し、通常の表
時になってから使用を再開してください。

通常の状況においてこの状況になることはありません
が、この表示になった場合は使用を中止し、トレーナ
が通常の温度に戻ってから電源を入れてください。こ
の状態からは自動で復帰しないため再起動が必要です

 

電源が接続されている場合はペダリングを行ってくだ
さい

                             

1Hz = 1秒に1回点滅       2Hz = 1秒に2回点滅       4Hz = 1秒に4回点滅
この表示になるのは、ファームウェアv31.31 以降です

WARRANTY
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